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日
本
共
産
党

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
は
利
便
性
を
高
め
て

問
　
経
常
収
支
比
率
を
改
善
さ
せ

る
た
め
の
考
え
方
は
。

答
　
経
常
収
支
比
率
を
改
善
さ
せ

る
に
は
、
分
母
で
あ
る
経
常
一
般

財
源
を
増
や
し
な
が
ら
、
分
子
で

あ
る
経
常
経
費
を
削
減
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
市
税

の
収
納
対
策
が
重
要
で
あ
る
た

め
、
平
成
二
十
年
度
は
納
付
し
や

す
い
よ
う
に
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を

行
な
う
た
め
の
電
算
シ
ス
テ
ム
の

修
正
業
務
を
計
上
し
ま
し
た
。
歳

出
の
経
常
経
費
を
減
少
さ
せ
る
取

り
組
み
と
し
て
は
、
職
員
採
用
の

抑
制
や
組
織
の
見
直
し
を
進
め
、

消
耗
品
費
、
事
業
委
託
及
び
事
業

委
託
的
な
性
格
の
強
い
補
助
金
な

ど
を
一
律
一
〇
％
削
減
す
る
と
と

も
に
、
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
平
成
十
九
年
度
の
執
行
状
況
を

確
認
し
な
が
ら
査
定
を
実
施
し
、

経
常
経
費
の
削
減
を
図
り
ま
し

た
。

問
　
道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率

が
廃
止
さ
れ
た
場
合
の
影
響
額
に

つ
い
て
。

答
　
暫
定
税
率
が
廃
止
さ
れ
た
場

合
、
当
市
と
し
て
影
響
を
受
け
る

歳
入
と
し
て
は
、
地
方
道
路
譲
与

税
、
自
動
車
重
量
譲
与
税
、
自
動

車
取
得
税
交
付
金
で
あ
り
、
平
成

二
十
年
度
予
算
で
の
道
路
特
定
財

源
の
合
計
額
は
三
億
九
、
一
〇
〇

万
円
で
、
廃
止
に
よ
る
影
響
額
は
、

約
一
億
八
、
〇
〇
〇
万
円
と
試
算

し
て
お
り
ま
す
。

問
　
本
庁
と
支
所
間
の
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
は
、
市
民
に
不
便
を
か
け
な

い
運
行
で
実
施
す
る
の
か
。

答
　
バ
ス
は
十
六
席
と
車
椅
子
二

台
分
で
す
。
一
日
五
、
六
本
の
往

復
。
今
後
、
市
民
の
要
望
を
聞
き

対
応
し
ま
す
。

問
　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
は
、

年
金
所
得
が
な
く
て
も
、
保
険
料

は
月
額
一
、
〇
六
〇
円
で
、
滞
納

す
る
と
保
険
証
は
返
還
。
医
療
を

奪
わ
れ
る
高
齢
者
を
救
う
市
独
自

の
保
険
料
軽
減
策
を
実
施
す
べ
き
。

答
　
後
期
高
齢
者
広
域
連
合
の
様

子
を
見
ま
す
。

問
　
市
長
は
住
環
境
の
整
備
を

し
っ
か
り
や
り
た
い
と
言
っ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
進
む
上
野
台
団
地

建
て
替
え
に
、
先
工
区
と
同
等
並

み
の
市
営
住
宅
を
確
保
す
べ
き
。

答
　
市
内
の
高
齢
者
・
低
所
得
者

住
宅
は
、
一
三
九
戸
で
す
。
財
政

的
に
厳
し
く
、
維
持
す
る
の
が

や
っ
と
で
す
。

問
　
小
児
救
急
医
療
体
制
の
充
実

に
、
当
直
医
確
保
の
財
政
支
援
を
。

答
　
東
入
間
医
師
会
に
確
保
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
当
面
こ
の
体

制
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
志
木
市
の
病
院
に
受
け
入
れ

を
要
請
で
き
な
い
か
。

答
　
負
担
金
に
つ
い
て
の
話
が
来

て
い
る
の
で
、
研
究
し
て
い
ま
す
。

経
常
収
支
比
率
を
改
善
さ
せ
る
に
は

　
自
民
ク
ラ
ブ
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新
た
な
財
源
確
保
に
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
　
公
明
党

問
　
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え

る
と
、
新
た
な
財
源
の
確
保
は
切

実
な
課
題
。
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

に
つ
い
て
の
期
待
は
。

答
　
市
へ
寄
附
し
て
い
た
だ
く
こ

と
は
、
ふ
じ
み
野
市
を
﹁
ふ
る
さ

と
﹂
と
す
る
愛
着
の
一
表
現
で
す
。

ま
ち
の
将
来
像
に
向
け
て
ふ
る
さ

と
意
識
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

問
　
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
に
お

い
て
、
交
通
手
段
の
確
保
は
必
要

だ
。
庁
舎
間
連
絡
バ
ス
の
運
行
に

つ
い
て
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
デ
マ

ン
ド
方
式
な
ど
の
検
討
は
。

答
　
庁
舎
間
を
移
動
す
る
足
を
確

保
す
る
こ
と
が
目
的
で
、
ニ
ー
ズ

の
調
査
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
デ
マ

ン
ド
方
式
に
つ
い
て
は
、
上
福
岡

地
区
の
循
環
バ
ス
の
検
討
も
含

め
、
全
体
の
バ
ス
事
業
の
中
で
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
広
域
ご
み
処
理
施
設
の
建
設

は
、
緊
急
の
課
題
だ
。
建
設
期
限

の
リ
ミ
ッ
ト
は
。

答
　
合
併
特
例
債
の
適
用
期
間
内

で
事
業
を
進
め
る
た
め
、
平
成
二

十
八
年
度
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

問
　
特
定
健
康
診
査
事
業
の
指
導

体
制
は
万
全
か
。

答
　
保
健
師
三
名
、
管
理
栄
養
士

二
名
に
よ
る
保
健
指
導
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

問
　
調
整
区
域
の
公
共
下
水
道
布

設
計
画
は
。

答
　
今
後
策
定
さ
れ
る
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
で
、
位
置

づ
け
て
い
き
ま
す
。

問
　
電
子
入
札
制
度
の
導
入
に
つ

い
て
、
県
と
共
同
で
開
発
を
進
め

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
。

答
　
電
子
入
札
は
、
入
札
時
に
応

札
者
が
一
堂
に
会
す
る
こ
と
が
な

い
た
め
、
応
札
者
を
事
前
に
把
握

で
き
な
い
こ
と
か
ら
談
合
防
止
に

効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
二
十
年
度
か
ら
埼
玉
県
電

子
入
札
共
同
シ
ス
テ
ム
に
参
加
し

て
、
導
入
の
た
め
の
周
辺
整
備
を

行
な
い
、
二
十
一
年
度
か
ら
試
行
、

本
格
的
導
入
は
二
十
二
年
度
か
ら

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
本
庁
舎
と
総
合
支
所
間
の
連

絡
バ
ス
運
行
は
、
分
庁
舎
方
式
を

二
十
年
度
実
施
す
る
が
、
そ
の
た

め
の
市
民
の
利
便
性
を
考
え
有
効

と
思
う
が
。

答
　
組
織
改
正
に
と
も
な
う
本
庁

舎
と
大
井
総
合
支
所
間
の
移
動
の

た
め
の
手
段
と
し
て
考
え
て
い
ま

す
。
利
用
の
状
況
に
応
じ
、
柔
軟

な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

問
　
平
成
十
八
年
六
月
、
県
が
新

河
岸
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

発
表
。
本
市
に
お
け
る
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
。

答
　
二
十
一
年
度
ま
で
国
・
県
の

補
助
事
業
と
な
っ
て
お
り
、
二
十

年
度
整
備
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

新
河
岸
川
の
は
ん
ら
ん
予
想
図
等

作
成
し
ま
す
。

電
子
入
札
制
度
の
導
入
を

民
主
党
・
市
民
ク
ラ
ブ

新たな財源確保に向け


